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Historical Significance of Kofun in the Terminal Stage :  
An Example of Local Government in the 7th Century
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広瀬和雄

　7 世紀の瀬戸内地域では，複数の首長を集中的に配置することで，いくつかの地域―備後南部

の芦田川中流域，播磨西部の揖保川中流域，安芸東部の沼田川中流域，周防西部の佐波川下流域な

ど―が政治拠点化された。それらの地域は，前代から伝統的に機能していた河川交通と新しく建

設された広域の陸路，「山陽道」との結節点であった。そこでは，水運と陸運の「もの」・人・情報

のネットワークにもとづく交通網の整備が大きな画期をなすのだが，それは中央政権による対新羅

外交（戦争）への対応を直接的な契機としていた。そうした政治状況を，6～7 世紀の首長墓系譜の

不連続性，畿内型横穴式石室や横口式石槨，あるいは巨石化や切石化といった畿内中枢とのつよい

結びつき，可耕地が狭い立地，同じ地域での律令的官衙との併存など，終末期古墳の分析に西日本

の最終段階の前方後円墳の様相も加えて論究した。

　さらに，それらと関連した動向をしめす地域が，北部九州に 3ヵ所みられる。壱岐島，宗像地域，

豊前地域の京都平野でも，6 世紀の有数の前方後円墳とともに，巨石墳をはじめとした終末期古墳

や，多数の群集墳や横穴墓が営まれている。「山陽道」の建設とならんで，既往の海上交通が機能し

ていて，壱岐島は外交と防衛の前線，宗像は出発港，京都平野はその兵站基地といった役割を担っ

ていたことを表している。ちなみに東国の多摩川上流域でも，既往の多摩川水運と新しく建設され

た東山道武蔵路との結節点が政治拠点化されている。中央政権の関与の時期と仕方はいささか違う

が，移動をともなう複数首長の集住によって政治センターが形成されたのは共通している。
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